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国　語　科

他者の言葉とのかかわり合いをとおして，言葉の世界をひらく

一第3学年　説明的文章の実践をとおして一

杉　川　千　草

1，はじめに

　国語の教科書で学ぶ説明的文章は，子どもたち

にとって身近な話題や興味・関心のある事柄につ

いて書かれている。そのため，これまでの自分の

実践を振り返ってみたときに，内容に偏った読み

取りや段落相互の関係や要点をつかませることに

終始してしまいがちであった。

　本来，説明的文章の読みの構造は，　「表現を手

がかりにして内容をとらえ，内容相互の関係を明

らかにしようとするとき，結果として，文章の書

き手である筆者によって創造された『論理』に出

会うことになる。この『論理』に主体的に対応す

ることが，本来的な（自然な）読みである。」1）

べきものである。

　そこで，内容とともに論理についても，子ども

たちが主体的に読むことができるような説明的文

章の授業づくりに取り組みたいと考えた。

2，研究の構想

（1）他者の言葉とのかかわり合いをとおして，言

　葉の世界をひらく

　日々の国語科の授業において，子どもたちは，

さまざまな他者と出会っている。同じ教室の中に

目に見える形で存在する他の学習者や教師などの

ほか，テキストの筆者や過去の自分など，目に見

えない存在としての他者である。

　子どもたちは，さまざまな他者の言葉とのかか

わり合いをとおして，自分の言葉を見つめ直し，

新たな言葉を獲得していく。また，学習の深まり

を確かめたり，他者とともに学習することのよさ

を実感したりする。そして，このような営みを繰

り返すことによって，語彙を増やし，表現力を豊

かにするとともに，新たな認識を広げ「言葉の世

界をひらく」ことができると考える。

（2）言葉の世界をひらくために

　言葉の世界をひらく学習とするために，次のこ

とに留意した単元（授業）構成を行う。

①単元構成や教材との出会わせ方を工夫する

　子どもたちは，社会や学習の中で，さまざまな

他者の言葉に出会う。子どもたちが言葉の世界を

ひらくためには，言葉への興味・関心を引き出し，

課題意識や目的意識をもつことが大切である。

　3年生の子どもたちは，説明的文章の論理より

も内容に着目しがちな段階であり，筆者の工夫に

目を向けられる子どもはほとんどいない。そこで，

単元構成や教材との出会わせ方を工夫し，題名読

みでイメージを広げさせたり内容を予想させたり

することによって，読みの課題意識をもたせる。

また，学習課題や発問，他の説明的文章との比較

によって，筆者の存在に目を向けさせ論理構成に

着目させるようにする。そのことによって，接続

語の使い方や論の進め方など，言葉や文，段落な

どに気を付けさせながら，筆者の主張を読者に効

果的に伝えるための表現の工夫も意識させるよう

にする。

②個の考えをもたせ，他者と交流させる

　年度当初，子どもたちは，間違いを恐れるため

か，自由に発想することや発言することを躊躇し

てしまう傾向が見られた。そのため，一つの考え

方で満足したり，他者の意見を十分吟味すること

もなく受け入れたりしてしまいがちだった。

　そこで，一つひとつの言葉から感じたことや率
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直な疑問などを書き込むことによって，自分の考

えをもたせるようにする。そして，一つの課題に

向かって，自分たちの考えをお互いにかかわらせ

ながら学習を深めていくことができるような授業

づくりをしていく。このような学習を繰り返し行

うことによって，他者とともに学ぶことのよさを

実感させ，子どもたちの主体的な学びを生み出し，

学ぶ意欲を継続させるようにする。

　このように，子どもたちが言葉にこだわりなが

ら吟味を重ねることが，言葉の世界がひらかれ，

思考を広げたり深めたりし，言葉を豊かにするこ

とにっながると考える。

3，実践1「自然のひみつ『ミラクル　ミルク』

中西　敏夫」　（平成22年6～7月実施）

（1）授業の構想

①単元について

本単元は，「とんぼのひみつ」「ミラクル　ミル

ク」という二つの説明文を読む学習で構成した。

説明文は，どちらも「話題提示」「問題提示」「問

題の答え」「まとめ」という構成になっている。

また，「ところで」「このように」などの接続語

によって段落のまとまりが明確で，相互の関係も

とらえやすく，中心となる語や文がはっきりして

いる。内容は，子どもたちにとって身近な題材が

取り上げられており，「ひみつ」　「ミラクル」と

いう言葉で，読者の興味を引きつけるものになっ

ている。ここでは，自分の予想と比べながら筆者

がどんなことをどのように述べているかを読み取

らせるとともに，既習事項を生かして，段落ごと

の要点をまとめることのできるカを身に付けさせ

るようにした。

　「ミラクル　ミルク」の学習では，既習の知識

を交流したり題名から内容を想像したりすること

によって，内容に興味をもたせるとともに，課題

意識をもって，言葉を吟味しながら内容を読み取

らせるようにした。また，段落ごとの読みでは，

「とんぼのひみつ」で学習した段落構成や接続語

の使い方を確認しながら読み進めさせた。さらに，

　「たくさんのふしぎみらくるミルク」（中西敏

夫）を紹介することによって，筆者がなぜヨーグ

ルトとバター，チーズの三つのミラクルを選んで

述べているのか考えさせるなど，筆者の意図や論

理構成の工夫に気付かせていくようにした。

②目標

○　自分の予想を筆者の考えと比べたり友だちと

　交流したりすることによって，読みの課題意識

　をもち，表現方法の工夫に気付くことができる

　ようにする。

○　中心となる語や文に気を付けて，段落ごとに

　要点をとらえながら読むことができるようにす

　る。

○　身の回りのいろいろな食べ物にこめられた先

　人の知恵や工夫に気付き，食文化のすばらしさ

　に気付くことができるようにする。

③学習計画（全10時間）

第1次　「とんぼのひみつ」を読もう・・3時間

第2次　「ミラクル　ミルク」を読もう・7時間

（2）授業の実際（A児の記録を中心に）

〈第1次　「とんぼのひみつ」を読もう＞

O第1時
　まず，題名にある「とんぼ」について知ってい

ることを挙げさせた後，「とんぼのひみつ」とい

う題名を提示し，内容を予想させた。

　その後，本文を読み，初めて知ったことや疑問

に思ったこと，もっと知りたいことなどの感想を

書かせた。

○第2時
　次の時間は，前時に子どもたちが書いた初発の
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感想を一覧にして配布し，お互いに交流させた。

また，　「疑問に思ったこと」　「もっと知りたいこ

と」に挙がっていた内容から，この説明文を読み

取るための学習課題を考えさせた。その結果，「『と

んぼのひみつ』を読みとって，とんぼはかせにな

ろう。」「なぜ題名が『とんぼのひみつ』なのだ

ろう。」という二つの学習課題にまとめ，本文に

書き込みをしながら内容を読み取らせた。

○第3時
　本時は，それぞれの段落で読み取った内容を

ワークシートにまとめ，わかったことや考えたこ

となどを書かせた。

　今日の学しゅうかだいは「とんぼはかせになろう。」

だったけど，ひっしゃさんのわかりやすく楽しく読め

る言葉づかいがべん強できたから，作文・せっ明文は

かせになれてよかったです。

〈第2次　「ミラクル　ミルク」を読もう＞

O第1時
　本時は，既習の知識を交流したり，題名から内

容を想像したりすることによって，内容に興味を

もたせるとともに，「ミラクル　ミルク」を読む

ための課題意識をもたせることをねらいとして，

授業を行った。

　まず，「ミラクル」という言葉を提示し，知っ

ていることを挙げさせた後，「ミラクル　ミルク」

という題名を提示し，内容を予想させた。

　その後，本文を読み，初めて知ったことや疑問

に思ったこと，もっと知りたいことなどの感想を

書かせた。

考えています。

○第2時
　次の時間は，前時に子どもたちが作った学習課

題を一覧にして配布し，この説明文を読み取るた

めにふさわしいものを考えさせた。その結果，内

容と筆者の言いたいことについて読み取るために

「筆者はどんなことをどのようにせつ明している

のだろう。」という学習課題で読み進めることに

した。

○第3時
　本文に書き込みをし，内容とともに筆者の話題

提示や問題提示の仕方の工夫について考えながら

読み取らせた。

○第4時
　本文に書き込みをし，一つめと二つめのミラク

ルの内容と説明の仕方の工夫について考えながら

読み取らせた。
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　「五だんらくには『ミルクの変身』と書いているけど，

六だんらくは『ミラクル』と書いています。」と言い

ました。その時わたしは，　「そうか，二回同じ言葉を

っづけるとおかしいんだ。」と思ったのです。少ない

ですが，中身がすごくつまったポイントが見つけられ

てよかったです。

○第5時
　本文に書き込みをし，三つめのミラクルの内容

と説明の仕方の工夫について考えながら読み取ら

せた。

O第6時
　本文に書き込みをし，内容とともにこれまでの

学習を振り返りながら筆者の伝えたいことを読み

取り，筆者の意図や論理構成の工夫について考え

させた。

T：それを教えてあげたかったために，筆者さんは答え

　　の所のお話を三つもってきてましたね。こんなに

　　いっぱいあるってわかったのに，たった三っにした

　　のは，なぜ？

P：みんなが知っている物の中で代表を三つ決めて，

　　ヨーグルト，バター，チーズになったんだと思いま

　　す。

T：代表。なんでこの三っを代表にしたんかね。

P：みんながよく知っているからです。

P：栄養があって，昔からあるからだと思います。

T：では，この三つの紹介がしたいんだけど，どうして

　　1番がヨーグルト？2番がバター？3がチーズ？

P：ヨーグルトの説明で五段落に「人間がミルクから作

　　り出したさいしょの食べ物」と書いてあるから，で

　　きた順番に書いたんだと思います。

P：みんながよく食べるから書いたんだと思います。

P：ヨーグルトにもバターにもチーズにも作り方はそれ

　　ぞれあるけれど，ヨーグルトが一番材料や作り方も

　　書いてあるし，バターは簡単だから短くて，チーズ

　　はどうやってできたかと，なんでそんなふうになっ

　　たかという詳しいことを書いているから，詳しい物

　　じゅんだと思います。　（A児）

T：今まで出ていること以外で筆者さんの工夫を見つけ

　　た人はいますか。

P：最後に問題を書いています。

P：私はこの九段落をまとめにした理由なんだけど，結

　　局筆者さんはこうやって，はじめは話題で哺乳動物

　　のことを書くということから始めて最後まで来た

　　ときに，動物のおかげで人間が生きているから，そ

　　の一つとしてミルクを書こうと最初考えて「じゃあ

　　教えてあげなくちゃ。」というふうに思ったから，

　　最後に「ミルクを大じにつかいたいという，人々の

　　気もちとくふうが表れているんじゃない？」ってい

　　うふうに動物の物は大切にしようということを，最

　　後にまとめで表したんだと思います。　（A児）

P：本当は筆者さんはわかっているんだけど，みんなに

　　調べてもらいたいから，こういう書き方をしたんだ

　　と思います。

P：たぶん筆者さんは，読んでいる人に最後に問題があ

　　るのをみんなで見つけてほしかったんだと思いま

　　す。
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P：中西敏夫さんは「人々の気もちとくふうが表れてい

　るのではないでしょうか。」と書いて，自分はわかっ

　ていると思うけど「みなさんはどう思いますか。」

　と質問しているんだと思います。

（後略）

罵■唾董蕪懸

図1　筆者のくふうは…

　

0第7時
　これまでの学習内容を振り返らせ，単元を終え

た。

4，実践2「くらしを見つめて『年の始まり』

　宮本　袈裟雄」　（平成22年11月～平成23

年2月実施）

（1）授業の構想

①単元について

　本単元は，　「年の始まり」についての説明文を

読む学習と，自分の地域の年の始まりの行事にっ

いて調べて発表する学習で構成した。説明文は，

全体が六つのまとまり（意味段落）に分けられ，

「年の始まり」の三つの考え方を提示したうえで，

子どもが活躍する各地の年の始まりの行事が具体

的に説明されている。子どもたちは，この学習を

通して，今まで何気なく経験してきている年の始

まりの意味を考えたり，いろいろな行事に込めら

れた人々のさまざまな願いに改めて思いを馳せた

りすることができると考えた。ここでは，筆者が

どんなことをどのように述べているかを読み取ら

せると共に，調べ学習を通して，自分たちの地域

の新年を迎える行事に込められた人々の思いや願

いに気付かせるようにした。

　指導にあたっては，まず，自分たちの地域の年

の始まりの行事に興味をもたせることによって，

課題意識をもって説明文の内容を読み取らせるよ

うにした。段落ごとの読みでは，それぞれの行事

が「いっ・どこで・何を・だれが・どのように」

するのか，　「何のために」行われているのかなど

を確認するとともに，全体の段落構成をとらえさ

せた。さらに，筆者が読者にどんなことを伝える

ためにどのような内容を書いているのかを，自分

たちの地域や他の地域の年の始まりの行事と比べ

させることによって，筆者の意図や論理構成の工

夫に気付かせるようにした。また，調べ学習では，

自分たちの地域の行事の意味を改めて考えさせ，

行事に込められた人々の思いや願いに気付かせる

ようにしたいと考えている。

②目標

○　自分の予想を筆者の考えと比べたり友だちと

　交流したりすることによって，読みの課題意識

　をもち，新年を迎える行事に込められた人々の

　思いや願いに気付くことができるようにする。

○段落のまとまりをとらえ，中心となる語や文

　をおさえながら，内容や表現の工夫を読み取る

　と共に，筆者の表現方法の工夫を生かすことが

　できるようにする。

○　調べた事柄について，メモをもとに筋道を立

　てて報告したり，発表の中心を考えながら聞い

　たりすることができるようにする。
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③学習計画（全16時間）

第1次　年の始まりの行事を見つけよう・1時間

第2次　「年の始まり」を読もう・…　　9時間

第3次　クラスのみんなに紹介しよう・・6時間

（2）授業の実際（A児の記録を中心に）

〈第1次　年の始まりの行事を見つけよう〉

　説明文を読むにあたり，まず，正月とはいつの

ことなのかを考えさせた。また，自分の家や地域

で，新しい年を迎えるために，あるいは正月にど

んなことをするかを出し合わせ，その中の一つを

選んで，説明する文章を書かせた。

　

〈第2次　「年の始まり」を読もう〉

　自分たちの書いた説明文と比べながら「年の始

まり」を読み，初めて知ったこと，自分の家や地

域の行事や祭りと比べて考えたことなど，感想を

書かせた。

　また，疑問に思ったことや知りたいこと，もっ

と読み深めたいことやみんなで考えたいことな

ど，学習課題を作り，単元の大まかな学習計画を

立てた。

O　第一段落

　　「なぜ正月には，一年の始まりをいわう行事を

するのだろう。」という学習課題をもとに，年の

始まりについてのいろいろな考え方を読み取らせ

た。

1わたしは一段落を，みんなと読み取ってさらに深く｛

O　第二段落

　　「わか水はどんな行事か読み取ろう。」という

学習課題をもとに，若水汲みについて読み取らせ

た。

O　第三段落

　　「火祭りはどんな行事か読み取ろう。」という

学習課題をもとに，火祭りについて読み取らせた。

○　第四段落

　　「小正月に子どもたちが家々を回って歩く行事

について読み取ろう。」という学習課題をもとに，

三つの行事について読み取らせた。

　

O　第五段落

　　「節分に行う行事について読み取ろう。」とい

う学習課題で，豆まきについて読み取らせた。
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はとてもすごいことがわかりました。　（中略）このよ

　うに，年神様はいろいろな行事とかかわっていること

がわかります。だから，いつも天から見守ってくれて

いるし，正月の時などは身近な物になって悪をはらっ

てくれます。この年神様が出てくる行事をしょうかい

　してくれる筆者さん，ありがとう。

　また，これまでに学習した二～五段落の行事の

内容や願いを表にまとめて整理した。

0　第六段落

　　「筆者はどんなことを伝えたかったのだろう。」

という学習課題をもとに，筆者の伝えたいことを

読み取らせた。そして，既習教材の「ミラクル　ミ

ルク」は，　「話題・問題・答え・まとめ」になっ

ていたことを確認した後，「年の始まり」の段落

構成や筆者の意図について検討させた。

P：問題を書いたら，大人がする行事のように読み取ら

　れるからです。

P：話題で子どもの行う行事を書いたらそこでそのまま

　　問題が出せたと思うんだけど，年の始まりの考え方

　　しか出さなかったから，六段落と一緒に子どもたち

　　のことを書いたんだと思います。　（A児）

（後略）

（前略）

T：「年の始まり」に「問題」があったかね。

P：一段落のところで松の内と小正月と立春の話をし

　　て，二段落から年の始まりにする行事の説明をして

　　いるんだと思います。

P：「ミラクル　ミルク」は問題があったけど，「年の

　　始まり」は問題を出していません。

T：二段落から五段落は何なの？

P：問題はなくて，説明だけなんだと思います。

P：Rさんに付け加えて，このお話は問題じゃなくてそ

　　のまま答えを教えたいんだと思います。

T：説明文なのに，問題がなくていいんかね。

P：二段落から五段落が問題で，六段落が答えとまとめ

　　だと思います。まず，問題で行事を出して，六段落

　　で，なぜ子どもたちが行事の主役なのかというと，

　　二段落から五段落が問題で，六段落が答えとまとめ

　　だと思います。　（A児）

T：今まで習ってきた説明文とは違って，「話題・問題・

　　答え・まとめ」という順番じゃなくても説明文を書

　　くことができる。本当なら話題の次に問題がくる。

　　問題を書いていないのに，なぜみんなに伝えたいこ

　　とがよく伝わったんかね。

P：たぶん「年の始まり」という題名が読んだ人に伝わ

　　るように書いたんだと思います。

図2　筆者の伝えたかったことは…

　　今日，筆者の工夫がたくさん見っかりました。一

　番すごかったのは，わざと問題を書いていなかった

　ことです。感心してしまいました。説明文を書くこ

　とは宮本袈裟雄さんのとくぎなんだ。だから，こん

　なに上手に書けるんだと思います。

0　まとめ

　　「筆者の工夫をいっぱい見つけよう。」という

学習課題をもとに，これまでの学習を振り返らせ，

自分の説明文に生かしたいことをまとめさせた。

　　わたしのせつ明文に一番生かしたいことは，コン

　セントをつなぐように，今までのことをつなげて書

　くことです。　「年の始まり」を勉強してわかったこ

　とは，　「ミラクル　ミルク」いがいの書き方がある

　ということです。筆者さんには，たくさんのわざが

　あるんだと思いました。

〈第3次　クラスのみんなに紹介しよう〉

　年末年始にかけて，年の始まりの行事について

調べたり新聞記事を集めたりする学習を設定し

た。その中から自分が紹介したい年の始まりの行

事を選ばせ，これまでの学習を生かした説明文作

りに取り組ませたいと考えている。
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5，考察

　言葉の世界をひらく学習について，二つの実践

から考察する。

（1）単元構成や教材との出会わせ方について

　実践1では，内容や論理構造が似ている二つの

説明文をセットとして扱うことによって，既習内

容と関連付けながら，段落相互の関係や筆者の工

夫に着目させることができた。

　実践2では，説明文を読む学習と，自分の地域

の年の始まりの行事について調べて発表する学習

で構成した。そのため子どもたちは，説明文の内

容を地域の行事と比べながら読んだり，今まで何

気なく経験してきている行事の意味を改めて見つ

め直したりすることができた。また，既習の説明

文の論理構成と比較することによって，筆者の意

図に気付くことができた。さらに，単元の初めの

段階で，説明文の読み取りの後に地域の行事につ

いての説明文を書くという学習計画を立てていた

ので，筆者の意図や論理構成の工夫についても，

課題意識をもって学習を進めることができた。

　このように，単元構成や教材との出会わせ方を

工夫することによって，子どもたちの興味・関心

を引き出し，課題意識や目的意識をもたせた学習

を展開することができたと考える。

　今後，実践2については，子どもたちが書いた

説明文にこれまでの学習内容がどのように生かさ

れているのか，地域の行事の意味をどのようにと

らえているのかなどについて検証し，表現力を高

めていくことにつなげていきたいと考えている。

（2）学習の様子から

　どちらの実践でも，一つひとつの言葉から感じ

たことや率直な疑問などを本文に書き込み，授業

の中でそれらを交流することによって，段落ごと

に学習課題を解決していくようにした。子どもた

ちは予め書き込んだものがあるので，自信をもっ

て自分の考えを述べ，他者との交流を通して自分

の考えを深めることができた。また，学習課題や

発問によって，内容だけでなく，筆者の主張や段

落構成，題名や例示の方法など，筆者のさまざま

な工夫についても目を向けることができた。

　このように，子どもたちが言葉にこだわりなが

ら吟味を重ねることが，言葉の世界がひらかれ，

思考を広げたり深めたりし，言葉を豊かにするこ

とにっながったと考える。

　その一方で，現段階では内容を限定せずに自由

に書き込ませたので，必ずしも学習課題に直結し

ないものも見られた。今後は，授業のねらいに合

わせた個の読みのもたせ方を探っていきたい。

6，おわりに

　今回の実践を通して，説明的文章の内容ととも

に論理を読み取ろうとする姿勢が，子どもたちに

ある程度育ってきたことが感じられた。しかし，

自分の考えを吟味したり，友だちの発言をしっか

り受け止めお互いにかかわり合いながら学習を深

めたりしていくことは，まだ十分とは言えない。

　今後も，みんなで学習することの意義を考えさ

せながら，他者の言葉とのかかわり合いを大切に

した授業づくりに取り組んでいきたい。
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